
2021年度 第９回運営委員会議事録 

 

■ 日  時  ： 2022年 2月 15日（火） 14：00～16：00 

■ 場  所  ： サプリ村野 環境保全研修室 

■ 出席者  ： 伊丹、市山、大倉（枚方市）、阪口、末岡、豊高、藤原、丸井、宮村、 

■ 欠席者  ： なし 

■ 議  長  ： 藤原     ■議事録作成 ： 事務局 

■ 配布資料： 
 

 １．報告事項  

  ① 事務局報告 

 ・2/5 のエコフォーラムは縮小開催となり、式のみ（環境、緑のカーテンの表彰、エコノート認定、 

エコ宣言当選者発表）を行った。 

 ・会員数は前回よりも 1 名増えて 138 人となった。 

    

② プロジェクトチーム・部会報告 

   ◆地球温暖化防止対策推進チーム報告 

     ・市民に広く省エネ行動を促すためのポスターを作成している。 

・エコ宣言のまとめを行っているところだが、今回のまとめの中で「環境に優しい」とはどうい

うことかを今後投げかけていきたい。 

・エコ宣言の参加者は圧倒的に女性が多かった。男性にも環境への意識を高めてもらうために、

取り組み状況を男女比や年代別でグラフにしたデータを報告書に載せていきたい。 

    

   ◆環境教育部会 

    ・出前授業に関して、「地球温暖化と樹木の役割について」という新たなプログラムを作成中。 

     2022年度のメニューパンフレットには新規メニューを追加して作成する。 

    ・部会内で SDGｓの基礎講座を行った。 

    ・2/14さだ西小学校で行ったクラブ活動については生徒に楽しんでもらうことが出来た。 

 

   ◆公共交通部会 

 ・報告書に加え下記の報告があった。 

・今回の参加者は初めての人が多かった。 

 ・バスに乗った事ことがないという方たちにバスの乗り方やバスの良さを知ってもらうということ

から今回の様に親子で初めて参加するというケースが多く見られたのは良かった。 

1，2 回目の人をターゲットに次の開催に向けて考えていきたい。 

〈委員会で出された主な意見〉 

 ・前回と同じようによりお祭りのような雰囲気で開催してはどうか。 

 →アピール力はあると思うが、現状では開催は難しい。状況が変わったら改めて検討する。 

 

◆自然エネルギー部会 

  ・次回のミーティングで次年度事業の方向性が固まる予定。 



 

  

２．協議事項 

  ① エコフォーラムの振り返り 

 エコフォーラムの振り返りを行った。以下は出された主な意見。 

 

・開催日の前日に中止が決定したことから、混乱させてしまうことが多かった。 

 ・開催の可否について、誰が最終判断をするのかが不明確だった。 

 ・予定よりも式が早く進行したため混乱した。 

 ・自分たちの拠点での開催は、事前の準備がしやすく、また、参加者に活動場所を知っても

らえたことが良かった。 

    ・エコノート、エコ宣言の招待者からの出欠届では約 60名の方から出席の返事が来た。 

    ・当日 40名弱の方が来場されたが、駐車場はほとんど使用されていなかった。 

    ・高齢者が多いにもかかわらず、公共交通を利用されたことがうかがえる。 

    ・サプリ村野は利便性に欠けると思って、ここで開催する事に抵抗があったが今回そうで

はないという事を感じた。 

 

 →・開催の可否についての最終判断をする人及び可否の判断基準を明確にしておくことが重

要である。 

  ・今後も開催会場としてサプリ村野もきちんと候補に挙げる。 

  ・当日のスケジュールの検討は重要。 

 

② 総会・理事会日程、時期役員候補選出 
 

・理事長の今期をもって退任の意向を受け、次期理事長の人選について検討した。 

 

・総会及び理事会日程は以下のように決定した。 

総 会    ：６月 ４日（土）10：30～12：00 

理事会    ：５月１３日（金）10：30～12：00 

４月運営委員会：４月１９日（火）14：00～16：00 

３月運営委員会：３月１５日（火）14：00～16：00 

  

以上 

 

 

※次回運営委員会 ・・・3月 15日（火） 14：00~16：00 

 


